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　　　　会 　 期　　平成２４年７月１４日（土）～９月２日（日）（休館日なし）

　　　　　　　　　　開館日数：５１日間

　　　　入場者数　　２０，０７２人

　　　　会　　場　　鳥取県立博物館　第１・２特別展示室

主　　催　　鳥取県立博物館

特別協力　　財団法人日本きのこセンター菌蕈研究所、鳥取大学農学部附属菌類きのこ遺伝資

源研究センター

協　　賛　　日本通運株式会社、株式会社モリックスジャパン、株式会社吉備総合電設、三和

商事株式会社、株式会社グラン・クリュ食工房

協　　力　　大阪市立自然史博物館、桶本製作所（カエル工房）、国立科学博物館、千葉県立中

央博物館、鳥取きのこ愛好会、鳥取県立大山自然歴史館、ミュージアムパーク茨

城県自然博物館、菌興椎茸協同組合、社団法人鳥取青年会議所、関西菌類懇話会

入 館 料　　一般７００円（団体・前売５００円）

内　　容　　鳥取県には、日本で唯一のきのこ専門研究機関「財団法人日本きのこセンター菌

蕈研究所」があり、鳥取大学もきのこの世界的な研究拠点をつくっている。また、

自然に恵まれた鳥取県には、野生のきのこもたくさんあり、原木栽培等によるき

のこ栽培も盛んに行われている。鳥取県はじつは「きのこ王国」といえるわけだが、

このことは県民にあまり知られていない。この企画展では、「きのこ」とはどんな

生きものなのか、その多様性や生態系での働きを、全国から集めてくる貴重な資

料でわかりやすく紹介した。

　　　　展　　示

　　　　　 １

　　　　　　　　ニオウシメジやオニフスベなど、様々なきのこ精密模型と、多数の樹脂包埋標本

１

「きのこはそだつ」：コフキサルノコシカケ（乾燥標本）、ムレオオイチョウタケ（樹脂

含浸標本）、ムラサキシメジ（成長段階、樹脂包埋標本）、タマゴタケ（成長段階、

精密場面模型）他

「きのこはふえる」：各種胞子拡大模型、各種きのこ精密模型、胞子紋他

「きのこはひろがる」：ナラタケ菌糸束、カキシメジ（樹脂包埋標本と写真パネル）他

「きのこはかえす」：トンビマイタケ（精密模型と乾燥標本）、ツバキキンカクチャワン

タケ（樹脂包埋標本）、冬虫夏草各種（模型、標本）、ナガエノスギタケ（場面模型）、

『フランス植物誌』他

「きのこはつなぐ」：マツタケ（ジオラマ、精密模型他）、ベニテングタケ（精密模型、

写真パネル他）、内生・外生菌根拡大模型、ツチアケビとナラタケ（場面模型）、オ

ニノヤガラ（精密模型と樹脂包埋標本）、ヒラタケ白こぶ病（樹脂包埋標本）他

「大山の冬虫夏草」：乾燥標本、液浸標本、清水大典冬虫夏草図譜、《達人たち》（大竹茂夫、

テンペラ画）

「大山のきのこ」：ブナ林のきのこ（ジオラマ）、写真パネル
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２

　『延喜式』、『中有記』、『和漢三才図会』、『大日本国盡』、『霜眉随記』、『菌譜』、『本草図譜』、

『福草考』、『日本地誌略物産図解』、『原色版日本菌類図説』（川村清一）、『食菌と毒菌』（川

村清一）、『本邦原色茸類辞典』（松浦勇）、『菌類界の特異現象』（松浦勇）、『茸類の研究』、

『植物の新しい属』（ミケリ）、『フランス植物誌』（ビュイヤール）、『ブレッシア地方一

帯の菌類』（ベンチュリ）、『バイエルン・パラティネート・レーゲンスブルグ地方の菌

類原色彩色図譜』（シェファー）、『イタリア産普通種食用きのこおよび間違いやすい毒

きのこ図譜』（ビッタディーニ）、『ポーレットの菌類図譜』、『モンリュソン地方の大型

菌類図譜』（リュカンド）、『きのこ曼荼羅』（伊沢正名）他

３

　『きのこの名優たち』（サバティエ）、『本郷次雄菌類図譜』（映像）、『南方熊楠菌類図

譜』、ツキヨタケ（場面模型、樹脂包埋標本）、ドクツルタケ（精密模型、樹脂包埋標本）、

ドクササコ（精密模型）、カエンタケ（樹脂包埋標本）、オオワライタケ（精密模型）、

カンゾウタケ（精密模型、樹脂包埋標本）、アカヤマドリ（精密模型、樹脂包埋標本）、

ヤマブシタケ（精密模型、液浸標本）、マイタケ（精密模型、樹脂包埋標本）、鳥取き

のこレシピパネル、写真パネル（伊沢正名氏撮影）他

　　　　　 ２

３

　きのこ石（レプリカ）、クサビライシ（骨格標本）、きのこストラップ、きのこすごろく、

絵本『キノコノキノスケ』、菓子木型、きのこ切手、きのこネクタイ、きのこパンツ、

きのこ靴下、きのこUSBメモリ、きのこ縫いぐるみ、きのこノート、きのこ着ぐるみ、

きのこグッズ各種他

４

　きのこ帽子、きのこ拡大スポンジ造形、ヤコウタケ（培養品）、「きのこをさわって

みよう」、「きのこをかいでみよう」、ジョンケージサイン入りサルノコシカケ他

５

　チェーンソーアート作品、椎茸ほだ木、アシナガイグチ原記載論文、ホオベニシロ

アシイグチ（樹脂包埋標本）、アカカバイロタケ（精密模型）、特別協力団体・協力団

体のパネル展示他

　⑴　ワークショップ「きのこアクセサリーをつくろう！」（講師：カエル工房）

　　　日　　時　　７月２１日（土）午前１０時～正午／午後１時～３時／４時～６時

　　　会　　場　　当館会議室

　　　参加人数（定員）：計６２人

　⑵　特別講演会「命を還すキノコのはたらき」（講師：伊沢正名氏）

　　　日　　時　　７月２８日（土）午後１時半～３時半
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　　　会　　場　　当館講堂

　　　参加人数　　６２人

　⑶　鳥取大学グローバル COEプログラム「持続性社会構築に向けた菌類きのこ資源活用」公開シンポ

ジウム「きのこを知り、きのこを利用する」

　　　日　　時　　８月１９日（日）午後１時～４時

　　　会　　場　　当館講堂

　　　参加人数　　１２８人

　⑷　ワークショップ「音を出そう、ケージ体験」（講師：藤島啓子氏・吹田哲二郎氏）

　　　日　　時　　８月２５日（土）午後２時～４時

　　　会　　場　　当館講堂

　　　参加人数　　２０人

　⑸　記念コンサート「きのこを愛した２０世紀の作曲家　ジョン・ケージコンサート」

　　　日　　時　　８月２６日（日）午後２時～４時

　　　会　　場　　当館講堂

　　　参加人数　　１２０人

　⑹　自然講座「鳥取大学菌類きのこ観察講座～野外観察と顕微鏡実習～」

　　　日　　時　　９月１日（土）午前１０時～午後４時

　　　会　　場　　博物館周辺（久松公園）・当館会議室

　　　参加人数（定員）：５０人

　⑺　きのこスタンプであそぼう！（展示室内、随時）

　⑻　わくわくワークシート（展示室内、随時）

　　

　　　　会 　 期　　平成２４年１０月２０日（土）～１１月２５日（日）（休館日なし）

　　　　　　　　　　開館日数：３７日間

　　　　入場者数　　２，９１６人

　　　　会　　場　　鳥取県立博物館　第１・２特別展示室

主　　催　　鳥取県立博物館・日本経済新聞社

協　　賛　　日本通運株式会社、株式会社モリックスジャパン、株式会社吉備総合電設、三和

商事株式会社

入 館 料 　 一般８００円（前売り・団体６００円）

内　　容　　日本近代洋画の巨匠の一人であり、独立美術協会で活躍した須田国太郎（すだ・
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くにたろう　１８９１年～１９６１年）の画業を紹介する回顧展。展覧会では、鳥取県岩

美町田後を描いた３枚の油彩画や山陰各地を描いた素描を含めた初期から晩年ま

での主要作品１３０点あまりにより、その偉業の概要を紹介した。

　⑴　特別講演会「須田国太郎―沈思する絵画」

　　　期　　日　　１０月２０日（土）午後２時～３時３０分

　　　会　　場　　当館講堂

　　　講　　師　　熊田司氏（和歌山県立近代美術館　館長）

　　　参加人数　　５５人

　⑵　アートセミナー「須田国太郎と山陰」

　　　期　　日　　１１月３日（土）午後２時～３時３０分

　　　会　　場　　当館会議室

　　　講　　師　　林野雅人（鳥取県立博物館美術振興課主任学芸員）

　　　参加人数　　２６人

　⑶　担当学芸員によるギャラリートーク

　　　期　　日　　１０月２７日（土）、１１月１０日（土）、１１月２４日（土）　各日午後２時～３時

　　　会　　場　　当館展示室

　　　参加人数　　計７１人

 № 　作家名  　　　　　作品名    技法・材質等  サイズ（㎝） 　　　所　蔵

【第Ⅰ章　渡欧前】

【第Ⅱ章　渡欧、模写】

【第Ⅲ章　第一回個展から大戦へ】
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 № 　作家名  　　　　　作品名    技法・材質等  サイズ（㎝） 　　　所　蔵

【第Ⅳ章　山間風景】

【第Ⅴ章　動物と花の描かれた風景】
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 № 　作家名  　　　　　作品名    技法・材質等  サイズ（㎝） 　　　所　蔵

【第Ⅵ章　人里の風景】

【スケッチブック・素描等】


